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論 文 内 容 要 旨 
 
 
Primary functional brain connections associated 
with melancholic major depressive disorder and 
modulation by antidepressants 
（メランコリー型うつ病に関わる脳機能結合と抗う
つ薬による変化） 



































常者 92 名を対象にした。うつ病患者のうち、メランコリー型うつ病は 65 名であった。うつ病患










11 名、健常者 40 名）。また、他の精神疾患として、昭和大学の自閉症データ（患者 74 名、健常






判別率は 60% (AUC 0.62)に留まった。これに対し、メランコリー型うつ病に限定した場合には、
10 個の脳機能結合が抽出され、判別率 84% (AUC 0.91)まで成績が向上し、有意な判別が可能で
あることが示唆された。また、外部独立データ（n = 51）において検証したところ、判別率 69％
（AUC 0.69）で有意な汎化性能が確認された。さらに、他の精神疾患（自閉症、統合失調症等）
は判別しないことより、メランコリー型うつ病に特異的な判別器であることが示唆された。これ
らの脳機能結合にはうつ病に重要とされる脳領域が多数含まれており、6-8 週間の抗うつ薬治療
により多くの結合は健常側に変化したが、一部の結合（背外側前頭前野/下前頭回から後部帯状
回/楔前部）では、変化しなかった。 
 
【考察】 
本研究において、うつ病全体が対象の場合には低い判別率に留まったのに対し、メランコリー型
うつ病に限定した場合には、判別率の向上と外部独立データでの汎化性能が確認された。また、
判別に寄与した 10 個の脳機能結合には抗うつ薬治療により健常側に変化するものとしないもの
があり、変化がみられない脳機能結合を標的とした新しいうつ病の治療法開発が期待される。本
研究は、安静状態の領域間機能結合という生物学的な指標を用いて、精度の高いメランコリー型
うつ病の診断マーカーを初めて確立し、抗うつ薬治療による脳機能結合の変化に差異があること
を明らかにした検討で、精神科診断の向上と新規治療法開発につながる重要な進展と考えられる。 
 
